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慢
性
腎
臓
病
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

　

腎
臓
は
肝
臓
と
並
び
沈
黙
の
臓
器

と
言
わ
れ
、
慢
性
腎
臓
病
の
症
状
は

現
れ
難
い
の
で
す
。
ま
た
、
腎
機
能

障
害
の
評
価
は
ま
だ
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

で
判
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
値
は
か
な
り
腎
機
能
障
害
が
進

行
す
る
ま
で
あ
ま
り
変
化
し
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

腎
機
能
が
低
下
し
、
全
身
倦
怠
感
、

食
欲
不
振
、
む
く
み
、
息
切
れ
な
ど

の
自
覚
症
状
が
出
現
し
、
腎
不
全
と

告
げ
ら
れ
た
時
に
は
透
析
と
い
う
治

療
が
必
要
な
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い

る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

　

以
前
の
慢
性
腎
不
全
の
定
義
は
分

か
り
に
く
い
も
の
で
し
た
が
、
近
年

血
液
検
査
と
尿
検
査
で
簡
単
に
判
別

で
き
る
慢
性
腎
臓
病
と
い
う
概
念
が

注
目
さ
れ
、
精
査
や
治
療
の
必
要
な

方
が
容
易
に
判
別
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
な
ど
の
心
血
管
・
脳
血
管
障
害

の
初
発
症
状
は
蛋
白
尿
で
、
蛋
白
尿

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
こ
れ

ら
の
疾
患
の
発
症
を
予
防
で
き
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
慢
性
腎

臓
病
の
定
義
に
基
づ
い
て
早
期
発
見

治
療
す
る
こ
と
で
、
腎
機
能
障
害
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
心

筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
発
症
も
減

少
す
る
た
め
、
生
命
予
後
が
改
善
し

生
活
の
質
が
向
上
す
る
の
で
す
。

　

日
本
の
慢
性
腎
臓
病
患
者
さ
ん
は

約
８
人
に
１
人
で
、
吉
田
総
合
病
院

の
医
療
圏
で
は
約
７
千
人
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
方
々
を
ス
ム

ー
ズ
に
早
期
か
ら
診
断
治
療
す
る
た

め
当
院
で
は
慢
性
腎
臓
病
外
来
を
設

け
て
い
ま
す
。
そ
の
外
来
は
、
患
者

吉
田
総
合
病
院

人
工
腎
透
析
セ
ン
タ
ー
主
任
部
長

丹
治
　
英
裕

さ
ん
に
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ

き
や
す
く
、
か
つ
か
か
り
つ
け
医
さ

ん
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
や
す
い

よ
う
次
の
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

１
．
か
か
り
つ
け
医
と
当
院
の
病
診

　

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
と
当
院
担

当
医
で
効
率
よ
く
情
報
交
換
を
行
い
、

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
と
当
院
の
担

当
医
で
一
貫
し
た
治
療
を
行
え
る
よ

う
に
病
診
連
携
パ
ス
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
当
院
で
腎
臓
病
に
関
す
る
専

門
的
な
精
査
治
療
し
、
患
者
さ
ん
と

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
方
に
情
報
の

提
供
を
行
い
、
か
か
り
つ
け
の
医
院

で
通
常
の
検
査
や
薬
の
処
方
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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．
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Ｓ
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一
人
の
患
者
さ
ん
に
医

師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、

栄
養
士
、
社
会
福
祉
士
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
担

当
を
決
め
、
患
者
さ
ん
や

家
族
か
ら
お
話
を
伺
っ
た

り
、
腎
臓
病
に
関
す
る
知

識
や
食
事
療
法
、
薬
、
公

的
補
助
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
提
供
し
や
す
く
し
て

い
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
を
発
症
す

る
と
、
現
在
の
医
学
で
は

一
部
の
病
態
を
除
き
正
常

腎
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
早
期
発
見
・
早
期

治
療
で
、
少
し
で
も
進
行

を
止
め
透
析
に
導
入
さ
れ

る
患
者
さ
ん
を
減
ら
し
た

り
、
透
析
導
入
に
な
る
時

が
来
る
の
を
遅
ら
せ
た

り
、
ま
た
主
な
死
因
と
な

る
心
血
管
・
脳
血
管
障
害
な
ど
の
合

併
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
最
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
や
む
な
く

腎
機
能
障
害
が
進
行
し
透
析
医
療
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
、
合

併
症
を
発
症
す
る
前
に
腹
膜
透
析
や

血
液
透
析
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

当
院
で
は
、
こ
の
地
区
の
慢
性
腎

臓
病
患
者
さ
ん
に
よ
り
良
い
治
療
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
日
々
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
や

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に
腎
機
能
障

害
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気

軽
に
慢
性
腎
臓
病
外
来
に
お
越
し
下

さ
い
。

＊慢性腎臓病が進行すると、　腎臓が萎縮し、
　尿量が低下する。

慢性腎臓病（ＣＫＤ）の定義 ＊＊

１．３ヶ月以上続く尿蛋白など、腎臓病を疑う異常所見

２．３ヶ月以上、糸球体ろ過量(ｅＧＦＲ)が60ml/min/1.73㎡未満

下記のうち、片方または両方を満たす場合にCKDと診断する。
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精神科医師
林　　真紀

（はやし　まこと）

外科医師
澤田　紘幸

（さわだ　ひろゆき）

外科医師
岩子　　寛

（いわこ　ひろし）

内科医師
小林　愛沙

（こばやし　あいさ）

内科医師
塩谷咲千子

（しおや　さちこ）

　
体
を
動
か
し
た
い
で
す
。

　
吉
田
は
２
回
目
の
勤
務
と
な
り

ま
す
。
以
前
も
た
く
さ
ん
の
方
に

と
て
も
良
く
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
ま
た
来
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事

に
日
々
充
実
感
の
あ
る
生
活
が
送

れ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
精
神
神
経
科
領
域
を
中
心
に
、

地
域
医
療
に
微
力
な
が
ら
貢
献
で

き
れ
ば
と
日
々
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ま
が
安
心
し
て
、
充
実

し
た
医
療
を
受
け
れ
る
よ
う
診
療

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
致
し
ま
す
。

　
医
師
と
し
て
ま
だ
未
熟
で
勉
強

中
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

分
患
者
さ
ん
に
近
い
位
置
か
ら
診

療
を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
吉
田
病
院
か
ら
、

目
指
し
た
地
域
医
療
を
実
践
し
て

い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
尾
道
総
合
病
院
か
ら
転
勤
し
て

参
り
ま
し
た
。
笑
顔
と
思
い
や
り

の
心
に
満
ち
た
温
か
い
医
療
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
吉
田
の
美
味
し

い
お
米
と
お
水
が
楽
し
み
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日本医療機能評価認定（Ｖer．6.0）のお知らせ

　質の高い医療を効率的に提供するため、医療機関自らの自己評価だけでなく、第三者による評価を行うものが

「(財)日本医療機能評価機構」による医療機能評価認定です。

　当院は平成17年12月19日に(財)日本医療機能評価機構の定める医療機能評価（Ｖer.4.0）の認定を受けており、

認定期間は５年間となっていました。

　一昨年８月、住元病院長より医療機能評価（Ｖer.6.0）の更新受審宣言がされ、昨年9月の訪問審査に向けて

更新準備を進めてまいりました。

第一領域：病院組織の運営と地域における役割について

第二領域：患者の権利と医療の質および安全の確保について

第三領域：療養環境と患者サービスについて

第四領域：医療提供の組織と運営について

第五領域：医療の質と安全のためのケアプロセスについて

第六領域：病院運営管理の合理性について

第七領域：精神科に特有な病院機能について

第八領域：療養病棟に特有な病院機能について

　そして平成23年２月４日、無事に(財)日本医療機能評価機構より更新認定され、平成23年２月22日に日本医療

機能評価（Ｖer.6.0）の認定証が送付されました。

　医療を取巻く環境は、年々深刻さを増し、より質の高い医療の提供と、健全な病院経営が求められております。

当院は、県北地域の医療ニーズに沿い、今後も医療・保健・福祉の包括的な取組みを行い、内容を充実させて行

きたいと思っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本医療機能評価委員会　事務局

平成22年９月27日～29日の３日間
医療機能評価機構訪問審査が実施されました。
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メ
モ
リ
ー
看
護

　
　

専
門
外
来
開
設
か
ら
１
年

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師

小
野　

一
恵

　

Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院
で
は
、
昨
年

４
月
か
ら
認
知
症
認
定
看
護
師
が
メ

モ
リ
ー
看
護
専
門
外
来
を
開
設
し
、

認
知
症
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。「
単
な
る
物
忘
れ
と
認
知
症

は
違
い
ま
す
」
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
で
、
認
知
症

へ
の
関
心
は
徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ

る
よ
う
で
、
今
年
３
月
末
ま
で
の
１

年
間
で
101
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。

　

相
談
者
は
ご
本
人
、
ご
家
族
、
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
な
ど

様
々
で
す
。
相
談
内
容
は
、
ご
家
族

が
介
護
に
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
最

も
多
く
、
次
い
で
ご
自
分
の

物
忘
れ
が
認
知
症
で
は
な
い

か
と
不
安
に
思
っ
て
お
ら
れ

る
ケ
ー
ス
で
す
。

　

認
知
症
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
と
脳
血
管
性
認
知

症
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
病
気

は
残
念
な
が
ら
治
る
こ
と
は

な
く
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
お
薬
の
内
服
や
生

活
の
工
夫
で
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

認
知
症
の
症
状
を
起
こ
す
病

気
の
中
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
欠

乏
、
電
解
質
の
異
常
、
甲
状
腺

異
常
、
正
常
圧
水
頭
症
、
慢
性
硬
膜

下
血
腫
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
病

気
は
治
療
に
よ
り
改
善
が
見
込
め
ま

す
。
従
っ
て
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場

合
は
、
早
期
に
診
断
を
受
け
適
切
な

対
応
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
の
介
護
で
困
っ
た
と
き
に
は

家
族
だ
け
で
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
社
会
資

源
を
利
用
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

メ
モ
リ
ー
看
護
専
門
外
来
で
は
今

後
も
相
談
内
容
に
応
じ
、
専
門
医
、

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
認
知
症
が
あ
っ
て

も
安
心
・
安
全
な
生
活
が
出
来
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　先月、 南館入口のスロープに、 待望の雨よけ

が完成し、 ますます快適になりました。

雨の日も快適に

　4月より南館の看板の撤去およ

び防水工事を行っております。

　工事予定期間は、 ５月中旬ま

でに看板の撤去、 ５月中旬から 

６月末にかけて防水工事を予定

しております。

　皆様にはご迷惑をおかけいたし

ますがご協力をお願いいたしま

す。

工事のお知らせ



診　療　科 月 火 水 木 金

内

科

１ 診 藤 原　　 舞 藤 原　　 舞 黒 川 純 一 福 原 和 秀 黒 川 純 一

２ 診 高 場 敦 久 鼻 岡 新 治 川 本 雅 英 高 場 敦 久 川 本 雅 英

３ 診 塩 谷 咲 千 子 小 林 愛 沙 鼻 岡 新 治 塩 谷 咲 千 子

４ 診 広 大 医 師 福 原 和 秀 宮 田 康 史 宮 田 康 史 広 大 医 師

新 患 外 来 宮 田 康 史 高 場 敦 久 福 原 和 秀 川 本 雅 英 鼻 岡 新 治

エ コ ー 鼻 岡 新 治 塩 谷 咲 千 子 高 場 敦 久 小 林 愛 沙 宮 田 康 史

胃 内 視 鏡
川 本 雅 英 川 本 雅 英 塩 谷・ 小 林 鼻 岡 新 治 高 場 敦 久

福 原 和 秀 宮 田 康 史 濱 田 雅 典 塩 谷 咲 千 子 小 林 愛 沙

※水曜日のエコーは第1・2：小林 ＊ 第3・4・5：塩谷

外

科

１ 診 住 元 一 夫 繁 田 直 史 児 玉 真 也 丹 治 英 裕 住 元 一 夫

２ 診 丹 治 英 裕 児 玉 真 也 満 田　　 裕 繁 田 直 史 繁 田 直 史

３ 診 満 田　　 裕 岩 子　　 寛 澤 田 紘 幸 満 田　　 裕 児 玉 真 也

４ 診 岩 子　　 寛 澤 田 紘 幸

肛 門 外 来 児 玉 真 也 児 玉 真 也 児 玉 真 也 児 玉 真 也 児 玉 真 也

乳 腺 外 来 丹 治 英 裕 児 玉 真 也 満 田　　 裕 繁 田 直 史 繁 田 直 史

慢性腎臓病外来 丹 治 英 裕 丹 治 英 裕

外脳
　神
科経

１ 診 沖 井 則 文 沖 井 則 文 沖 井 則 文 沖 井 則 文 沖 井 則 文

脳神経内科 第2・第4月曜日：伊藤　聖　※変更になる場合があるため確認をお願いします。

眼
科

１ 診 調 枝 寛 治 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師

※午前中のみ受付　（月・水・金）10：30まで

整
形
外
科

１ 診 竹 本 正 瑞 定 地 茂 雄 竹 本 正 瑞 杉 田 直 樹 竹 本 正 瑞

２ 診 定 地 茂 雄 杉 田 直 樹 杉 田 直 樹 本 山　　 満 定 地 茂 雄

３ 診 山 本 り さ こ 本 山　　 満 本 山・ 山 本 山 本 り さ こ

婦
人
科

１ 診 岩 沖 靖 久 岩 沖 靖 久 岩 沖 靖 久 岩 沖 靖 久 岩 沖 靖 久

午 後 一 般 外 来

※午後外来受付（水曜日のみ）14:00～15:30まで

泌
尿
器
科

１ 診 田 中　　 学 田 中　　 学 田 中　　 学 田 中　　 学 田 中　　 学

午 後 一 般 外 来

※午後外来受付（金曜日のみ）14:00～15:30まで

神精
経　
科神

１ 診 樽本尚文（初診・再診） 冨田洋平（初診・再診） 増田慶一（再診） 林　真紀（初診・再診） 樽本尚文（初診・再診）

２ 診 林　真紀（再診） 増田慶一（再診） 冨田洋平（再診） 樽本尚文（再診） 冨田洋平（再診）

※再診の方は予約をお取りください。

皮
膚
科

１ 診 文　 明 徳 文　 明 徳 文　 明 徳 文　 明 徳 文　 明 徳

午 後 一 般 外 来 手 術 一 般 外 来 一 般 外 来 手 術

※午後外来受付（月・水・木）14:00～15:30まで

麻
酔
科

ペインクリニック 田 村 秀 樹 田 村 秀 樹 田 村 秀 樹

術 前 診 察 田 村 秀 樹 田 村 秀 樹 田 村 秀 樹

小
児
科

午 前 外 来 受 付 広 大 医 師 広 大 医 師 広 大 医 師 広 大 医 師 広 大 医 師

午 後 外 来
慢性疾患外来
（14：00～）

乳 児 健 診
（14：00～15：00） 慢性疾患外来

（14：00～）
慢性疾患外来
（14：00～）

予 防 接 種
（ＢＣＧ以外）
（14：00～）ＢＣＧ・予防接種

（15：00～）

※急患の場合は相談に応じますので電話連絡をお願いします。

耳
鼻
咽
喉
科

１ 診 中 尾 芳 雄 中 尾 芳 雄 中 尾 芳 雄 中 尾 芳 雄 中 尾 芳 雄

２ 診 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師

午 後 再診予約外来
（１診のみ） 検 査・ 手 術 一般外来（１診のみ） 再診予約外来

（１診のみ） 手 術

※午前外来受付　（金曜日）11：00まで　※午後外来受付　（水曜日のみ）14：00～15：30まで

受付時間 月曜～金曜 8:30～ 11:30
2011 年４月１日現在吉田総合病院　診療案内

当
院
の
基
本
方
針

当
院
の
基
本
理
念

①
や
さ
し
い
心
で
安
全
・
良
質 

　

な
医
療
・
保
健
・
福
祉
サ 

　

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

②
医
療
を
受
け
る
人
び
と
の

　

人
格
、
権
利
を
尊
重
し
、
全

　

て
の
人
に
貢
献
し
ま
す
。

③
生
涯
学
習
の
精
神
を
保
ち
、

　

知
識
と
技
術
の
習
得
に
努

　

め
る
と
と
も
に
、
医
療
の
質

　

向
上
に
尽
く
し
ま
す
。　

④
努
力
と
協
調
で
健
全
経
営

　

に
努
め
、
明
る
い
職
場
を
つ

　

く
り
ま
す
。

⑤
病
院
の
公
共
性
を
重
ん
じ
、

　

事
業
を
通
じ
て
地
域
に
尽

　

く
す
と
と
も
に
、
法
規
範
を

　

遵
守
し
ま
す
。

①
私
た
ち
は
何
人
に
も
平
等

　

に
医
療
を
提
供
し
ま
す
。 

②
私
た
ち
は
地
域
の
基
幹
病

　

院
と
し
て
、
最
良
の
医
療
を

　

提
供
し
ま
す
。 

③
私
た
ち
は
納
得
と
同
意
の

　

も
と
に
信
頼
さ
れ
る
医
療

　

を
提
供
し
ま
す
。

＊印は午後外来診察あり。
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